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が
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ま
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あ
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あ
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あ
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あ
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な
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な
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理
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あ
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な
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な
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絶
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に
こ
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侵
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こ
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い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は
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ま
だ
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が
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落
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ど
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ゆ
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ざ
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努
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努
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啓
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を

人
権
尊
重
思
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及
啓
発
と
教
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を
推
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す
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と
を
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こ
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誓
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こ
こ
に
誓
う
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九
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三
年
（
平
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五
年
）
四
月
二
十
八
日

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
四
月
二
十
八
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人権
週間

定員／1,100人（抽選）　※就学前のお子さんの入場はできません。
申込方法／11月14日㈯（消印有効）までに、往復はがき（1枚2人まで）に「つど
い」とし、代表者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号、参加者の氏名（ふりがな）
を人権啓発課（〠140－0013南大井3－7－10）へ
※結果発送は11月下旬を予定。

講演と映画のつどい

加賀藩に実際に存在した料理担当武士・舟木伝
内とその息子が残したレシピ集「料理無言抄」
を題材に、当時の台所事情に迫ります。伝統的
な和食の世界はもとより、家族や夫婦の絆

きずな

など
を見つめる普遍的な人情劇が胸に染みます。
出演／上戸彩　高良健吾　他
※字幕付き。

アルピニストである野口健さん
に、目標を持って生きることの素

す

晴
ば

らしさについて、人権をテーマ
とした内容に触れながらお話しし
ていただきます。
講師／野口健（アルピニスト）
※手話通訳・要約筆記付き。

講演 目標を持って生きることの素晴らしさ 映画

12月2日㈬ 午後1時開演
（午後0時30分開場）

きゅりあん大ホール
（大井町駅前）

Ⓒ2013「武士の献立」製作委員会ⒸKen Noguchi Office

実現しよう　平和で
心ゆたかな人間尊重社会

人権啓発課では、人権問題を正しく理解していただくため、同和問題をはじめ、セクハラなどの様々な人権啓発
ビデオ・ＤＶＤや人権啓発パネルを貸し出ししています。勉強会や研修会でご活用ください。
※詳しくは区ホームページをご覧ください。

ビデオ・ＤＶＤ・
パネルの貸し出し

　昭和23（1948）年12月10日、第3回国　昭和23（1948）年12月10日、第3回国
連総会で「世界人権宣言」が採択されました。連総会で「世界人権宣言」が採択されました。
世界人権宣言は人権および自由を尊重し確保世界人権宣言は人権および自由を尊重し確保
するために、すべての人とすべての国とが達するために、すべての人とすべての国とが達
成すべき共通の基準を宣言したものです。ま成すべき共通の基準を宣言したものです。ま
た、昭和25（1950）年第5回国連総会で、た、昭和25（1950）年第5回国連総会で、
毎年12月10日は「人権デー」と定められま毎年12月10日は「人権デー」と定められま
した。した。
　日本では「人権デー」を最終日とする1週間　日本では「人権デー」を最終日とする1週間
を「人権週間」と定めて、人権尊重思想の普を「人権週間」と定めて、人権尊重思想の普
及高揚のための啓発活動を全国的に行ってい及高揚のための啓発活動を全国的に行ってい
ます。ます。

　区では、平成5（1993）年4月に『人権尊　区では、平成5（1993）年4月に『人権尊
重都市品川』を宣言し、今年は22周年です。重都市品川』を宣言し、今年は22周年です。
これまで、平和で心ゆたかな「人間尊重社会これまで、平和で心ゆたかな「人間尊重社会
の実現」をめざし、人権尊重思想の普及啓発の実現」をめざし、人権尊重思想の普及啓発
に取り組んできました。に取り組んできました。
　今年は、荏原文化センターを会場に小中学　今年は、荏原文化センターを会場に小中学
生の心温まる人権標語やポスターなどを展示生の心温まる人権標語やポスターなどを展示
した「しながわ人権のひろば2015」や、きゅした「しながわ人権のひろば2015」や、きゅ
りあんで「人権週間　講演と映画のつどい」りあんで「人権週間　講演と映画のつどい」
を開催します。を開催します。
　この機会にもう一度、人権について考えて　この機会にもう一度、人権について考えて
みませんか。みませんか。

世界人権宣言

区の取り組み

12月4日～10日は
人権週間

人権尊重都市宣言のまち品川区

品川区ツイッター
アカウント／shinagawacity

※機種によっては正しく表示されない場合があります。 スマートフォン用 携帯電話用
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月1・11・21日

発
行



古紙配合率80％再生紙を使用しています

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
の
収

集
や
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

飛
躍
的
に
便
利
な
も
の
に
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
掲
示
板
へ
の
個
人
情
報
の
掲
載

な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、
特
定
の
個
人
を
対
象
と
し
た
ひ

ぼ
う
・
中
傷
や
差
別
的
な
表
現
の
書

き
込
み
、
保
護
者
や
教
員
の
知
ら
な

い
非
公
式
サ
イ
ト
で
の
い
じ
め
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
を
軽

視
し
た
行
為
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

通
常
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

名
前
や
顔
を
知
ら
れ
ず
に
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
む
し

ろ
現
実
の
世
界
よ
り
も
人
権
を
軽
視

し
た
行
為
を
し
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

そ
の
上
、
情
報
は
一
瞬
に
し
て
大
勢

の
人
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
、
一
度
公

開
さ
れ
た
情
報
は
完
全
に
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
の

利
用
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
書
き
込

み
の
相
手
や
読
み
手
に
配
慮
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
節
度
あ
る
利

用
に
つ
い
て

・
差
別
的
な
発
言
や
ひ
ぼ
う
・
中
傷

を
書
き
込
ま
な
い

・
な
り
す
ま
し
行
為
は
し
な
い

・
個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い

　

外
国
人
に
対
す
る
就
職
差
別
や
ア

パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒

否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒
否
な
ど

の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々

を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
か
ね

な
い
言
動
と
し
て
、
社
会
的
な
関
心

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決

定
し
、
外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
今

後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
文
化
な
ど
の
多
様
性

を
認
め
、
言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣

な
ど
の
違
い
を
正
し
く
理
解
し
、
こ

れ
ら
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
に
「
性

同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
り
扱
い

の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
一
定
条
件
の
も
と
で
、
性
別
の

取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
の
審
判

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、
性
同
一
性
障
害
者

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
性
愛
者
な
ど
の

性
的
指
向
に
関
し
て
少
数
派
の
人
々

へ
の
根
強
い
偏
見
に
よ
り
、
社
会
生

活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
人
権
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
様
な
人
た
ち
を

偏
見
や
好
奇
の
目
で
見
ず
、
性
の
あ

り
方
に
は
様
々
な
形
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
最
近
で
は
、
偏
見
や
嫌
が

ら
せ
、
雇
用
に
お
け
る
制
限
や
差
別

な
ど
の
社
会
生
活
上
の
制
約
を
解
消

し
て
い
こ
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
問

題
提
起
と
制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

区
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
を
様
々
な
施

策
の
中
に
生
か
し
な
が
ら
人
権
啓
発
や
人
権
教
育
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
人
権
に
関
わ
る
意
識

調
査
」
で
は
、
宣
言
の
周
知
度
は
27
％
弱
に
と
ど
ま
り
、
若
年
層
で

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
宣
言
の
さ
ら
な
る

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
障
害
が
あ
る
方

や
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
同
和
地
区
出
身
の
方
に
対
す
る
差
別
な

ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ひ
ぼ
う
・
中
傷
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と

い
っ
た
人
権
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
特
定
の

民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
趣
旨
の
言
動
や
デ
モ
行
進
な
ど
の

活
動
が
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
差
別
的
言
論
と

し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
を
胸
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認

識
す
る
こ
と
や
、
他
人
の
人
権
に
配
慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

障害者週間
記念のつどい

障害者週間（12月3日～9日）を記念し、区民の
理解と関心を深め、障害者の社会参加を促進す
ることを目的として毎年開催しています。
日時／12月6日㈰午後1時～4時（正午開場）
内容／第一部＝式典・障害者区長表彰　他
第二部＝障害者ダンス♥ソング
第三部＝HAND SIGN 手話パフォーマンスLIVE
会場・参加方法／当日、きゅりあん大ホール（大
井町駅前）へ　
※先着1,000人に記念品プレゼント。　※手話通
訳・パソコン要約筆記・FMラジオによる副音声
サービスあり。　※ＳＰコード付きちらし・プ
ログラム（音声変換装置設置）サービスあり。
○ロビーで、パネル展示や作品販売を行います。
問い合わせ／障害者福祉課障害者福祉係
（☎5742－6707 Fax3775－2000）

人権擁護委員の活動 　人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解の
ある方を区長が推薦し、法務大臣が委嘱します。

「みんなで築こう　人権の世紀～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～」を
キャッチフレーズに様々な啓発活動を積極的に展開しています。

人権啓発活動
　品川地区人権擁護委員会では憲法週間や人権週間における啓発活動に参加するとともに、
毎年小学校に ｢人権メッセージ｣ の発表や「人権の花」運動、中学校に ｢人権作文｣ の協
力をお願いしています。今年は ｢第22回子どもたちの人権メッセージ発表会｣ を品川区で
開催し、発表会には小中一貫校豊葉の杜学園5年生・浜川小学校6年生・第一日野小学校6
年生の皆さんが参加しました。
　｢人権の花｣ 運動では立会・上神明・清水台小学校の皆さんが「オクラ」「サルビア」「マリー
ゴールド」の花を咲かせました。｢人権作文｣ は浜川・荏原第六・冨士見台中学校の皆さん
が参加しました。このような活動を通して、思いやりの心を育み人権の大切さについて考
えていただいています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方は一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談日／第1・3火曜日午後1時～4時　
※相談日1週間前の午前9時より☎3777－1111（代表）へ電話予約。
会場・問い合わせ／区民相談室（第三庁舎3階☎3777－2000）

○人権週間街頭キャンペーン　12月2日㈬午前11時30分から大井町駅○人権週間街頭キャンペーン　12月2日㈬午前11時30分から大井町駅前前

 野田　律子（東品川） 小原　愉里（東品川） 須藤　耕二（東大井）
松井　一雄（東大井） 大西　英敏（大　井） 森田　和枝（西大井） 海沼マリ子（平　塚）
冨沢　敦子（戸　越） 松尾　和英（小山台）

区の人権擁護委員

しながわ人権のひろば2015しながわ人権のひろば2015
日程  11月21日㈯ 、12月5日㈯～7日㈪
会場  荏原文化センター（中延1－9－15）

●「小学生人権メッセージ」「中学生人権作文」品川区代表作品朗読
●映画「グーグーだって猫である」
　ＤＶＤ上映会
時間／午後1時30分～4時30分
出演／小泉今日子、上野樹里　他
※字幕付き。
定員／400人（先着）
会場・参加方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／人権啓発課

●小中学生人権標語・ポスター展
●人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など）
●人権をテーマにした複数の啓発ブース
時間／午前9時30分～午後4時45分　※7日は午後4時まで。
会場／レクリエーションホール
問い合わせ／人権啓発課

●女性弁護士による法律相談
時間／①午前9時30分～正午　②午後1時30分～4時
会場／第二講習室　定員／各5人（先着）
申込方法／12月4日㈮までに、電話で男女共同参画センター☎5479－
4104へ

●人権擁護委員による人権身の上相談
時間／①午前9時15分～午後0時15分　②午後1時～4時
会場／第二講習室　定員／各3人（先着）
申込方法／12月4日㈮までに、電話で広報広聴課区民相談室☎3777－
2000へ

●家庭教育講演会「家庭・学校・地域のトライアングルで子育てをしよう」
時間／午前10時～正午
講師／明石要一（千葉敬愛短期大学学長）　
※手話通訳付き。
定員／430人（先着）
託児／2歳～就学前のお子さん20人（先着）　※おやつ代100円。
○託児希望の方は、11月27日㈮までに、電話で庶務課へ。
会場・参加方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／庶務課庶務係（☎5742－6824Fax5742－6890）

11月21日㈯

12月5日㈯～7日㈪

12月5日㈯

12月6日㈰

12月7日㈪
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こころつながる映画祭
障害および障害のある人への理解を深め
てもらうために開催する映画祭です。

日時 内容

11月
21日
㈯

18:30～19:00
基調講演「お互いを
生かしあう場の創造」
講師／田口ランディ

19:00～21:03 映画「くちづけ」

11月
22日
㈰

9:45～11:31 映画「みんなの学校」

11:50～13:41 映画「人生、ここにあり！」

14:00～15:57 映画「博士の愛した数式」
定員／各500人（先着）
会場・参加方法／当日、荏原文化センター
大ホール（中延1－9－15）へ
※上映時間は変更する場合があります。
問い合わせ／障害者福祉課福祉改革担当
☎5742－6762

Ⓒ2008「グーグーだって猫である」
フィルム・コミッティ


